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『営造法式』・『工程傲法則例』における「天花」（天井）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設計技法について
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　　　（2001年8月24日受理）
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　　　　　　　　（Received　August　24，2001）

　　　yεηgZαo　FαSん‘and　Goπg　Cんεπg　Zαo　FαZθ五εθare　of　the　greatest　imbortance　among　the

Chinese　classical　architectural　books．　Of　the　thirty－four　chapters　in　yεπg　Zαo　FαS痂，　fifteen

are　devoted　to　rules　governing　the．design　of　foundations，　fortifications，　stone　masonry　and　or－

namental　carving，　major　carpentry（structural　framing，　columns，　beams，　lintels，　etc．），　and

minor　carpentry（doors，　windows，　partitions，　screens，　ceilings，　and　shrines）etc．　The　design

technique　of　three　kinds　of　ceiling（p厩8ノ‘，（10αうαgαoノ‘πg，　andκεαo（∫oμわαgαoノ‘几8，）were　writ－

ten　in　chapter　eight，“Minor　Carpentry，”of　ylπg　Zαo　FαS隔．

　　　Of　the　seventy－four　chapters　inθoπ8（洗eπ8　Z膨。　FαZθLεε，　the　first　twenty－seven　chapters

provide　rules　for　constructing　twenty－seven　kinds　of　buildings，　such　as（涜απ亡απ8，　Zoμ角πg，

cんθπgZoμ，　etc．　The　next　thirteen　chapters　concern（10ωgoπ8（zπ・αcんθ‘sθ‘），and　chapter　forty－one

deals　with　joinery（doors，　windows，　and　one　kind　of　ceiling）．　The　design　technique　of　four　kinds

of　ceiling（9αoノ‘π8‘‘απhμα，ノ‘π8ん。μ漉αηんαα，んα‘ητα1τ翻α1τ乃ωα，andηzz↓（泥7τ8　g召）were　written

in　the　first　twenty－seven　chapters　and　chapter　forty－one．

　　　As　a　result，　yεπ8　Zαo　FαS痂covers　the　ceiling’s　form，　constitution，　design　technique，　and

range　of　application，　butσoπg（腕θπ8　Zαo　FαZθL‘θdeals　with　the　design　technique　of　ceilings

in　relation　to　the屠ωαr‘（a　system　of　the　decision　of　measurement　of．building’parts　from　a

model　in　Japanese　classical　architecture）of　the　twenty－seven　kinds　of　buildings．

　　　Thepεπ9ノεin｝zεπg　Zαo　FαS玩was　similar　toノ‘π8ん。磁εαπ勧αin　Goπ9（】舵π8・Zμo　FαZθL‘θ，

but　theんεωαr‘and　the　name　of　the　details　of　parts　and　members　were　different．　In　y‘π8　Zαo　Fα

Sんε，the観ωαr‘was　described　from　the　dimensions　of　the　ceilings，　and　the　degree　of　theんεωαr‘

was　short．　Inσoπg（乃θπg　Zμo、FαZθ、配θ，　the屠ωαrεwas　described　from　the　modules　of　the

building’s　design，　and　the　degree　of　theん‘ωαr‘was　long　and　thoroughgoing．

　　　The（10μわα2αoノ加8　andκεαo〔10α6αzαoノ‘ηg　in　y加8　Zαo　FαS砺can　be　seen　in　the　old　build－

ings　of　the　Qing　dynasty．　The　2αoノ‘π9翻απ勧αwas　similar　to　those　in　Goπ9（洗θπg　zωo　Fαzθ

五‘θ，but　in　that　period　many　ornaments　were　omitted．

1．はじめに

　　『営造法式』と『工程倣法則例』1》は中国古典建築書

中の双壁として，質と量とも極めて優れている。

　　『営造法式』全34巻は，宋代崇寧2年（1103），李誠

によって著された。冒頭に「序」，「看詳（注）」，「目録」

があり，本文は「総釈・総例」（巻1・2），「制度」（設

計技法，巻3～15）・積算（巻16～28）・図様（巻29～34）

に大別され，「制度」は，「壕塞（土作）」「石作」「大木

作（斗棋・躯体）」「小木作」など13種の工種に分けられ
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〔図1〕 『営造法式』「平棊」断面図・天井見上図（巻第八・小木作制度三）

（楼慶西著：『中国宮殿建築』1994年　芸術家出版社刊）

ている。

　『営造法式』における「天花」（天井）の設計技法に

ついては，「巻第八・小木作制度三」に「平棊」・「闘八

藻井」・「小闘八藻井」の3種が記されている。

　一方，『工程倣法則例』全74巻20冊は，清代雍i正12年

（1734），清朝の勅令で，管理工部事務・碩果親王允禮等

によって編纂された。

　本書の構成は，前半部の「倣法」（設計技法，巻1

～47）と，後半部の積算（巻48～74）に大別され，「倣

法」は，「大木」（躯体，巻1～27）・「斗科」（斗棋，巻28

～40）・「装修」（造作，巻41）・基礎（巻42～47）からな

る。さらに「大木」は，1巻につき1種類，計27種の建

築からなり，建築形式によって，．殿堂・楼房・韓角（矩

折堂）・（庁堂）・川堂・城楼（正楼・韓角楼・箭楼・間

楼）・倉庫・垂花門・亭・小式に分類され，各種規模・

屋根形式・斗棋形式を網羅するように対象建築が設定さ

れている2）。

　『工程倣法則例』における「天花」の設計技法につい

ては，「大木」殿堂（巻1～3）の．（藻井天花），庁堂

（巻7）の（井口天花），正楼（巻14）の「海埋天花」お

よび「装修」（巻41）の「木頂橘」，以上4種が記されて

いる。

　これら両書における「天花」の設計技法に関する従来

の研究をみると，『営造法式』に関する体系的研究であ

る竹島卓一著『営造法式の研究』3）では，天花に関する

詳細な翻訳や説明はあるものの，木割の設計技法につい

ては考察されていない。また，『工程倣法則例』に関し

ては，故宮博物院古建部（王壁文他）編『工程倣法注

釈』4）において，「木頂槁」については考察しているもの

の，他の種類の天花については翻訳文を掲載するのみで

ある。また，清朝建築設計技法を詳細に論じた馬柄堅著

『中国古建築木作営造技術』5），あるいは楼慶西著『中国

宮殿建築』6）において，遺構を中心に各種の天花が収録

されているが，『営造法式』・『工程倣法則例』の天花の

設計技法を論じたものではない。

　本稿は，『営造法式』・『工程倣法則例』に記された天

花の設計技法を，木割による組織的な寸法体系という視

点から比較することによって，それらの設計技法の特質

を明らかにするものである。

2．『営造法式』

　2－1．「平棊」

　記述方法は，まず平棊の構造と「盤毬」・「闘八」・「畳

勝」・「碩子」など13種の天井板文様の名称が述べられて

いる。そして，「其名件廣厚若間架錐長廣更不加減（後

略）」，すなわち各部材の広さ・厚さは柱間や垂木間の長

さによって変ることはないとある。次に各部材「背版」

（天花板）・「程」・「貼」・「難子」・「貼華」・「護縫」・「福」

（帽児梁）の木割が記されている〔図1〕。

　「背版長随問廣其廣随材合縫計数令足一架之廣厚六分」，

すなわち「背版」長さは桁行柱間（面潤）に随い，広さ

は材に随い，矧ぎあわせて「架」（垂木間）の広さとし，

厚さは6分とする。
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　「程上背版四周之廣其廣四寸厚二寸」，すなわち「程」

長さは背版四周の広さに随い，広さは4寸，厚さは2寸

とする。

　「貼長随時四周之内其廣二寸厚同背版」，すなわち

「貼」長さは「程」の四周の内に随い，広さは2寸とし，

厚さは「背版」と同じである。

　「難子井智北厚同巧毎方一尺用華子十六枚」，すなわ

ち「甲子」・「厚子」の厚さは「貼」と同じで，方1尺に

つき「華子」16枚を用いる。

　「（前略）護縫廣二寸厚六分野廣三寸五分厚二寸五分

長皆随其所用」，すなわち「護縫」広さは2寸，厚さは6

分とし，「福」（帽児梁）広さは3寸5分，厚さは2寸5

分とする。長さは用いるところに随う。

　以上，平棊の木割を模式化をすると〔図2〕のとおり

となる。

　　　　　　　　　木割1次　　　　　 木割2次　　木割3次

鎌間　ll灘］旧×懸X1貼長
背版・捏・貼・難子・貼華厚＝6分
捏広；4寸
貼広：2寸
二二広：2寸
護縫厚：6分
福広：3寸5分
福厚：2寸5分

　　　　〔図2〕『営造法式』「下下」木割組成図
　　　　　　　　（巻第八・小木作制度三）

　桁行柱間から「背版」長さ，垂木問から「背版」広さ

が決まり（木割1次），「旧版」長さ・広さから「程」長

さが決まり（木割2次），「程」長さから「貼」長さが決

まる（木割3次）。他の部材寸法はすべて実寸法で示さ

れている。

　2－2．　「屋男ノ＼丁丁」

　平門藻井は，殿内照壁屏風の前か，あるいは殿身内前

門の前の「平棊」（井口天花）の内に施すと記されてお

り，たとえば北京故宮中和殿のような最高の天井である

〔図3〕。

　下段から順に「方井」・「八角井」・「二八」の3段で構

成され，木割の記述方法は，まず千古藻井全体の高さが

実寸法で記され，次に各部分「方井」・「八角井」・「闘八」

の平面および高さが実寸法で記されている〔図4〕。そ

して，「町名件轡師皆以毎尺之径積而為法」，すなわち各

部材の広さ・厚さは，方井・八角井・闘八それぞれの径

1尺に対して（一定の数値）を乗じると記されている。

次に方井・八角井・闘魂の位置・構造が説明され，それ

ぞれの各部材の木割が記され，最後に藻井天花の応用範

囲が指定されている。

　2－2－1．「方井」

　次に各部材の木割をみると，「方井」に関しては，「科

槽版」・「昂騰版」の木割が記されている。

　「科槽版」は，「料槽版長随方面之廣毎面廣一尺則廣

〔図3〕北京故宮中和殿藻井天花（撮影　麓和善）

一寸七分厚二分五厘」，すなわち長さは「方面」の広さ

（方井の一辺の長さ）に随い，広さは〔方面広さ×

0．17〕をもって定め，厚さは〔方面広さ×0．025〕をもっ

て定める。

　「墜厘版」は，「塵慶鞍懸厚編上灘廣一寸五分」，すな

わち長さ・厚さは「欝欝版」と同じで，広さは〔方面広

さ×0．15〕である。

　2－2－2．「八角井」

　「八角井」に関しては，「随辮方」・「料槽版」・「墜厘

版」の木割が記されている。

　「騒騒方毎直径一尺則長四寸廣四分厚三分」，すなわち

「随辮方」は〔八角形の直径×0．4〕をもって長さ，〔八

角形の直径×0．04〕をもって広さ，〔八角形の直径×

0．03〕をもって厚さと定める。

　「科槽版長随綴織二寸厚二分五厘」，すなわち「科槽

版」長さは「辮」（八角形の一辺の長さ）に随い，〔辮×

0．2〕をもって広さ，〔辮×0．025〕をもって厚さと定め

る。

　「歴厘版長随辮斜廣二寸五分厚二分七厘」，すなわち

「墜厘版」長さは「辮」に随い，〔辮×0。25〕をもって斜

廣（斜面の広さ），〔辮×0．027〕をもって厚さと定める。

　2－2－3．　「闘八」

　「闘八」に関しては，「陽馬」・「随蘭方」・「背甲」・

「貼」・「難子」の木割が記されている。
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〔図4〕『営造法式』「闘八藻井」断面図・天井見上図（巻第八・小木作制度三）

　　　　　（楼慶西著：『中国宮殿建築』1994年　芸術家出版社刊）

　　「陽馬毎闘八径一尺則長七寸曲廣一寸五分厚五分」，

すなわち「陽馬」は〔闘八径×0．7〕をもって長さ，〔闘

八径×0．15〕をもって曲廣（曲面の広さ）と定め，〔闘

八径×0．05〕をもって厚さと定める。

　　「随辮方長随毎辮之廣其廣五分厚二分五厘」，すなわ

ち「随辮方」長さは辮の広さに随い，〔辮広さ×0．05〕

をもって広さ，〔辮広さ×0．025〕をもって厚さと定める。

　「背版長視辮高廣随陽馬之内其用貼井難子並準平棊之

法」，すなわち「背版」長さは「辮」高さを視る。広さ

は陽馬の内に随い，その「貼」・「難子」の木割は「平棊」

の法に準じると記されている。

　以上，闘八藻井の木割を模式化をすると〔図5〕のと

おりとなる。

　まず，方井では，方面広さから科槽版長さ・広さ・厚

さおよび墜厘版広さが決まり（木割1次），科槽版長さ

から墜厘版長さが決まり（木割2次），科槽版厚さから

歴慶版厚さが決まる（木割2次）。八角井では，八角井

の直径から随辮方長さ・広さ・厚さが決まり（木割1次），

辮から科槽版および歴厘版長さ・広さ・厚さが決まる

（木割1次）。闘八では，闘八径から陽馬長さ・広さ・厚

さが決まり（木割1次），辮広から随辮方長さ・広さ・

厚さが決まり（木割1次），辮高さから背版高さが決ま

木割1次 木割2次

方面広さ
（方井の一辺の長さ）

八角形の直径『一d

（八角形の一辺の長さ）

闘八径一一一d
辮広
（闘八の一辺の長さ）

辮高

　　　　　　　方　　　　　井

　　　　　　x1　閉桝槽版長　　　　×1　閉墜慶版長
　　　　　　×D．17　閲科槽版広
　　　　　　×D，025　閲桝槽版厚一x1　閻墜厘版厚
　　　　　　xO，15　閲歴厘版広

　　　　　　　ノー＼　　　　　角

　　　　　　×D，4　囚随辮方長
　　　　　　×0，04　囚随辮方広
　　　　　　×O．03　囚随辮方厚
　　　　　　×1　囚科槽版長
　　　　　　×O．2　囚科槽版広
　　　　　　×D，025　囚桝槽版厚
　　　　　　×1　囚堅厘版長
　　　　　　×D．25　囚堅慶版斜広
　　　　　　xO、027　囚厘i厘版厚

　　　　　　　　降男　　　　　ノ＼

　　　　　　×o、7　陽馬長
　　　　　　xO．15　陽馬曲広一×1　背版広
　　　　　　×o．05　陽馬厚
　　　　　　×1　団随辮方長
　　　　　　×0．D5　闘随辮方広
　　　　　　×0，025　圃随辮方厚
　　　　　　×1　背版高

（闘八の一辺の高さ）

　　　　〔図5〕『営造法式』「闘八藻井」木割組成図

　　　　　　　　（巻第八・小木作制度三）

り（木割1次），陽馬広さから背版広さが決まる（木割2

次）。

　2－3．「小闘八藻井」

　殿堂の副階（吹放し）に施す天井であると記されてい

る。
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木割1次 木割2次

4」σσ

〔図6〕『営造法式』「小闘八藻井」断面図・天井見上図

　　　　（巻第八・小木作制度三）（竹島卓一著：『営造法式の

　　　研究二』昭和47年　中央公論美術出版刊）

　小者八藻井は，「八角井」と「闘八」からなっている

〔図6〕。記述方法は，闘八藻井とほぼ同様であるが，

闘八の位置・構造が省略されている。

　2－3－1．「八角井」

　「八角井」に関しては，「科罰版」・「普拍方」の木割

が記されている。

　「科始点毎径一尺語長九寸総高一尺則廣六寸」，すな

わち「料槽版」は〔八角井径×0．9〕をもって長さ，〔小

闘八藻井高×0．6〕をもって広さと定める。

　「普拍方長同上毎高一四則方三分」，すなわち「普拍

方」長さは「二上版」と同じで，〔三鼎八藻井高×

0．03〕をもって広さ・厚さと定める。

　2－3－2．　「闘八」

　「闘八」に関しては，「随辮方」・「陽馬」・「背版」・

「貼」・「難論」の木割が記されている。

　「随辮方毎径一尺則長四寸五分毎高一尺則廣八分厚五

分」，すなわち「随辮方」は〔闘八三×0．45〕をもって

長さ，〔小闘八藻井高×0．08〕をもって広さ，〔小闘八藻

井高×0．05〕をもって厚さと定める。

　「陽馬毎径一尺則長五寸毎高一尺則曲廣一寸五分厚七

分」，すなわち「陽馬」は〔八角井径×0．5〕をもって長

さ，〔小胆八藻井高×0．15〕をもって曲廣（曲面の広さ）

と定め，〔小闘八藻井高×0．07〕をもって厚さと定める。

　「横撃蔑視辮高廣随陽馬之内其用貼井難字並準殿内闘

八藻井三法」，すなわち「背版」は「闘八」の高さをもっ

て長さ，「陽馬」の広さをもって広さと定め，「貼」・「難

子」の木割は殿内闘八藻井の法に従うと記されている。

　　　　　　　　　　　ノ’＼角井

八角井径　　　　　　　xo，9　桝槽版長一普拍方長
小田八藻井高一T　xG．6　科槽版広
　　　　　　　　　　　　　普拍方広・厚　　　　　　　　一×o，　　　　　　　　　　　03

　　　　　　　　　　　屋罰ノ＼

聞八径　　　　　　　　　×0．45　随辮方長
小闘八藻琴高一一一TXO．08　随辮方広
　　　　　　　　E≡i；鰯簿一・1背版広

八角井径　　　　　　　　×0，5　陽馬長
闘八高　　　　　　　　x1　背版高

　　〔図7〕『営造法式』「八議八藻井」木割組成図

　　　　　　　（巻第八・小木作制度三）

老倦桁

V簾塾板、

ｵ重彷
V花塾板
V花杭

柴架梁

1渠架随梁彷　天花梁　　1金

　　　　4＿＿＿＿墨＿＿＿＿⊥
　　　　　　　　　　33．00尺

〔図8〕『工程倣法則例』「藻井天花」断面図・天井見上図

　　　　　　　　（殿堂，巻1～3）

　以上，小間八藻井の木割を模式化すると〔図7〕のと

おりとなる。

　まず，八角井では，八角井井から井井版長さが決まり

（木割1次），小闘八藻井高から科槽版広さおよび普拍方

広さ・厚さが決まり（木割1次），料槽版長さから普拍

方寸さが決まる（木割2次）。二八では，闘八径から随

辮方長さが決まり（木割1次），小闘八藻井高さから随

辮方および陽馬広さ・厚さが決まり（木割1次），八角

井径から陽馬長さが決まり（木割1次），闘八高さから

背版高さが決まり（木割1次），陽馬主さから背版広さ

が決まる（木割2次）。

3．『工程倣法則例』

　3－1．（藻井天花）

　原典には天井形式名は記されていないが，天井の下に

は組物があり，清代建築のこのような天井形式を一般的

に藻井天花と称している。

　殿堂（巻1～3）の軸部と小屋組に関する記載の間に，

藻井天花に関する基本的な架構としての「天花二二」・

「天花彷」・「天花梁」の木割が記されている〔図8〕。
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木割1次 木割2次 木割3次 木割4次

墨架

斗口：囲
（斗の肘木含み幅）

一老屡彷高一挑同一高　天花塾声高

囲×11　｝賛：匪蜀

　　（斗棋間隔）

囲×1老讐塾板厚

騒7（6Z町コ灘南二鷲1長

囲×4小額彷高
　　　（千貫）
囲×6

〔図9〕

臨月径
（側柱）

『工程倣法則例』「藻井天花」木割組成図（殿堂，巻1～3）

［圃×12　　進深一×1　天花上長
　　　（梁間柱間）　　　　　（天井梁）

天花塾板厚

＋2寸　天花目高　　　　一2寸　天花彷厚
　　（天井縁）　　　　　　　　　（天井縁）

＋2寸金柱径　　　　＋2寸天花梁瀬
　　（入側柱）　　　　　　　　（天井梁）

　（天井縁）

一2寸天花梁厚
　　（天井梁）

綴灘

〔図10〕北京故宮交泰殿井口天花（撮影，麓和善）

　各巻とも「凡天花懸板以懸架定高」，すなわち「天花

塾板」は「懸架」（老懸塾板上端から雛尖梁下端までの

垂直距離）をもって高さを定めるとある。引き続き巻1

では「如懸架高参尺捌寸朶分内灘老籍離離高議尺雛尖梁

高武尺壼寸武分得天花塾板浄高渠寸伍分長厚輿老籍塾板

同」，すなわち羅架高さ3尺8寸7分のとき，これから

「老籍彷」（頭貫）高さ1尺と「挑尖梁」高さ2尺1寸2

分を除いて，「天花塾板」高さ7寸5分を得る。長さ・厚

さは「老籍塾板」と同じとある。巻2・3も実寸法は異

なるが，同様の木割である。

　次に「凡天花紡之長輿老管栃同以小額彷之高加武寸寸

高（中略，実寸法）以本身高収武寸定厚（後略，実寸

法）」，すなわち「天花栃」（天井縁）長さは老管彷と同

じであり，〔小額彷高＋2寸〕をもって高さと定め，〔高一

2寸〕をもって厚さと定めるとある。

　「凡天花梁以進深除廊定長（中略，実寸法と柄長さ）

以金柱径加式議定高（中略，実寸法）以本身高収武寸定

厚（後略，実寸法）」，すなわち「天花梁」（天井梁）は

進深から懸子を除いて長さと定める。そして，〔金柱径

＋2寸〕をもって高さと定め，〔高一2寸〕をもって厚さ

と定めるとある。

　以上，藻井天花（殿堂，巻1～3）の木割を模式化す

ると〔図9〕のとおりとなる。

　まず小屋組の老翁塾板厚さから天花塾板厚さ，軸部の

小額彷高さから天花栃高さが決まり（木割2次），そし

て平面の進深から天花雪面さ，軸部の金柱径から天花梁

高さ，天花紡高さから天花紡厚さが決まり（木割3次），

さらに，天花梁高さから天花梁厚さ，小屋組の老答塾板・

老管腔の長さから天花塾板・天花栃の長さが決まる（木

割4次）。

　3－2．（井ロ天花）

　原典には天井形式名は記されていないが，日本の格天
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老鴛桁
V蒼栃

柴架梁’ 随梁彷
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一

天花杭
　　　1煬^ノ同 細越梁 　　　　1熬 天

一花薄

天花梁

天花梁

．＿　．　＿．　一一　一　，　一「　一，｝　L
1彊讐1　一天花板

@　　1単枝條1

t勲
金柱

@　L
’一’ ＝＝＝％�jニ＿

@　　進深 貼梁

　　　　　　　　　　21，00尺

〔図11〕『工程倣法則例』「井口天花」断面図・天井見上図

　　　　　　　　　（庁堂，巻7）

井と同様の天井形式で，たとえば北京故宮交泰殿のよう

な天井である〔図10〕。田代建築の天井形式として，一

般的に井口天花と称している。

　『工程倣法則例』の庁堂（巻7）では，軒の後に，井

口天花に関する基本的な架構としての「天花梁」・「天花

紡」の木割が記され，さらに詳細な部材「可児梁」・「貼

梁」・「連二枝條」・「単枝骨」・「天花板」の木割も記され

ている〔図11〕。

　「凡天花野以進深定長短（中略，実寸法）以柱径加試

暫定高（中略，実寸法）厚按本身高唱武寸（後略，実寸

法）」，すなわち「天花梁」（天井梁）は，進深をもって

長さ，〔柱径＋2寸〕をもって高さ，〔高一2寸〕をもっ

て厚さと定める。

　「天花彷以面潤定長短（中略，実寸法）其高厚倶按管

下寺町式寸」，すなわち「天花紡」（天井縁）は，面潤を

もって長さと定め，〔答彷高・厚＋2寸〕をもって高さ・

厚さと定める。

　「凡一見糸面面恥定長短（中略）以枝條参分定径寸

（後略）」，すなわち「帽児梁」は面潤をもって長さと定

め，〔枝條×3〕をもって径と定める。

　「凡羽隠長随面澗進寺内除害梁之厚各壼分戸籍彷高蜂

分之壼定寛厚（後略，実寸法）」，すなわち「貼梁」は，

面潤・進深から彷・梁の厚さをひいて長さ，〔管雲高×

木割1次 木割2次

1／4〕をもって寛さ・厚さと定める。

　「凡連武二四以天花板尺寸定長短如天花板子方壼尺捌

寸藷粥参尺陸寸再緑井加天花板分位渠分得連試枝條通長

参尺三寸騨分寛厚與貼梁同」，すなわち「連式枝條」は，

「天花板」を基準寸法として〔天花板見方×2＋分位×

2〕を長さと定め，寛さ・厚さは貼梁と同じとある。

「分位」とは，部材実寸法より加算した寸法のことであ

る。

　「単枝條」は〔天花板見方＋分位〕をもって長さ．と定

める。

　「凡天歩板野面潤進深四四梁分位得井数之尺寸以枝條

参分之壼定別置枝條厚武寸野分得厚増分」，すなわち

「天花板」は面潤から天花板を引き，進深から天花梁を

引いて格子の数を割り付け，〔枝二四×1／3〕をもって

厚さと定める。

　以上，井口天花（庁堂，巻7）の木割を模式化すると

〔図12〕のとおりとなる。

　面潤から天花彷長さ・帽児梁長さ・貼梁長さ・天花板

個数，進深から天花予予さ，寺門長さ・天花板見方が決

まる（木割1次）。天花板見方から連二枝條長さ・単枝

條長さが決まり（木割2次），金柱径から天花梁高さ，

籍紡高さから貼梁高さ・厚さが決まり（木割3次），天

花梁高さから天花梁厚さ，貼梁寛さ・厚さから連二枝條

寛さ・厚さが決まり（木割4次），連二枝條寛さ・厚さ

から単枝下寛さ・厚さが決まり（木割5次），単枝條寛

さ・厚さから天花板厚さが決まる（木割6ケ日。

　3－3．「海苔天花」

　町回天花とは，板が直接「天花梁」・「天花紡」の上に

貼られた天井形式である。

　正楼（巻14）の中覆籍では，「天花梁」（天井梁）・「天

花紡」（天井縁）・「貼梁」・天井板の木割が記されてい

る〔図13〕。

　「凡天花影以下深定平坪進深壼丈陸尺凸凹裏金柱径試

尺骨寸引分得長期丈参尺騨寸参分（中略，柄長さ）以裏

金柱径拾分之子牛厚拾分之捌定高（後略，実寸法）」，す

なわち「天花梁」（天井梁）は〔伊深一裏金引引〕をもっ

て長さ，〔裏金柱径×6／10〕をもって厚さ，〔裏金柱径

×8／10〕をもって高さと定める。

木割3次 木割4次 木割5次 木割6次

進深囲
（梁間柱間寸法） 1國x1天花梁長

　　（天井梁）

面浸潤
（桁行柱間寸法）

　國　　x1　貼梁長

　　『天櫨×1／n天灘顯一［蟹蟹認識骸

　　　（天井板）

臼摩目算・厚一×1／3天花板厚

〔図12〕『工程倣法則例』「井口天花」木割組成図（庁堂，巻7）
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　〔図13〕『工程倣法則例』「海漫天花」断面図・天井見上図

　　　　　　　　　　（正楼，巻14）

　「凡天花紡以面潤定長（中略，実寸法）内払柱心（中

略，実寸法と柄長さ）高厚與天花梁同」，すなわち「天

花彷」（天井縁）は〔面潤一柱径〕をもって長さ，高さ・

厚さは天花梁と同じである。

　「凡貼梁長三面潤進深内除彷梁之厚各半分以天花梁之

高伍分之萱定寛（中略，実寸法）以本身之回収萱寸定厚

（後略，実寸法）」，すなわち「貼梁」は，〔三二・進深一

彷・梁×1／2〕をもって長さ，〔天花梁高×1／5〕をもっ

て寛さ，〔寛一1寸〕をもって厚さと定める。

　「凡海漫天花株間按面潤進深除彷梁各半分得長寛如面

潤武丈騨尺内除天花梁之厚萱尺伍寸難分得長試丈比尺騨

寸陸三三進深除廊子壼丈陸尺内除天花彷之厚壼尺伍寸難

分得長萱量見尺騨寸陸分以貼梁之厚参分之萱定厚（後略，

実寸法）」，すなわち「海漫天花」の間ごとに〔面潤一天

花梁厚〕をもって天井板の長さ，〔進深一天花紡厚〕を

もって同寛さ，〔貼梁厚×1／3〕をもって同厚さと定め

木割1次 木割2次

讐栃

屡柱

大難 櫨子邊抹

垂

〔図15〕『工程倣法則例』「木耳橘」断面図・天井見上図

　　　　　　　　（装修，巻41）

る。

　以上，海埋天花（正気，巻14）の木割を模式化すると

〔図14〕のとおりとなる。

　面面から天花栃・貼面長さ・天井板長さが決まり（木

割3次），上管内深から天花梁長さ・貼応長さ・天井板

面さが決まる（木割3次）。裏金柱径から天花梁厚さが

決まり（木割4次），天花防長さから貼梁寛さが決まる

（木割4次）。天花梁厚さから天花彷厚さが決まり（木割

5次），貼梁寛さから厚さが決まり（木割5次），下梁厚

さから天井板厚さが決まる（木割6次）。

　3－4．「木上桶」

　木頂槁とは，日本の襖のように木で下地の骨組を作り，

その上に紙や布を張る天井形式である。

　装修（巻41）には，柱間装置の後に，木頂槁に関する

「貼梁」・「木頂槁」・「邊抹」・「揺子」・「木弔掛」の木割

が記されている〔図15〕。

　「凡木曾槁週上之貼二二二面二進深内除紡梁月白各半

分以籍彷之高騨分之萱定寛厚（後略）」，すなわち「木頂

木割3次 木割4次 木割5次 木割6次

城播頂厚一2廊深

城門試問

斗口囲
（斗の肘木含み幅）

進深囲
（梁間柱問寸法）

一山次間深×2

＋3尺x2明間面澗
　（中央間桁行柱間）

囲×12　 ｝賛　 國　　　 國×3

　　（二二間隔）　　　（脇

［ヨ］×4

　　　　　　次・梢間面潤
　　　　　　・隅問桁行柱間）

下慧柱径一＋2寸　外金柱径

〔図14〕

園x1天花梁長
　　（天井梁）

隠美講長海翫帳
x1　天花彷長　　　　　×1／5貼梁寛一一1寸　貼梁厚一x1／3海漫天花厚
　　（天井縁）

　　　　　　　　　　　　　　x6／10天花梁厚一x1　天花彷厚
　　　　　　　　　　　　　　　　（天井梁｝　　　　（天井縁）

『工程倣法則例』「海鰻天花」木割組成図（正楼，巻14）

×1　貼梁長
一天花梁厚　海漫天花寛

＋2寸裏金柱
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木割1次 木割2次 木割3次 木割4次

面潤．圏
（桁行柱間寸法）

圏一彷厚〉×1／2　貼梁長

身一大柁厚　木頂福長

進深。圏
（梁間柱間寸法）

懲栃高

圏一梁厚）×1／2貼梁長
圏一八彷厚　木画福寛

嚇梁寛●厚『融顯ﾎ響薦π＝r瀞組子・

　〔図16〕『工程倣法則例』「木頂福」木割組成図（装修，巻41）

橘週園之貼梁」は〔面潤（進深）一物（梁）厚×1／2〕

をもって長さ，〔籍紡高×1／4〕をもって寛さ・厚さと

定める。

　「凡木頂槁骨面二進下定長短丁数野面潤萱門武尺内除

三二之厚壼尺参寸半分浄長野丈陸寸引分如進深試丈下町

内除籍栃之厚柴寸壼分浄寛試丈武寸玖分」，すなわち

「木頂桶」は〔面潤一大回厚〕をもって長さ，〔進深一管

彷厚〕をもって寛さと定める。

　「凡二野以門門之寛拾分之捌定寛（中略）厚按本身之

寛拾分之捌肥厚（後略）」，すなわち「邊抹」は〔貼梁寛

×8／10〕をもって寛さ，〔寛×8／10〕をもって厚さと

定める。

　「凡揺子以邊樒之厚拾分之平定看面。（中略）進野里

二野同。」，すなわち「橿子」（格子の組子）は〔邊肥厚

×5／10〕をもって〔看面〕と定め，進深は「邊棺」と

同じである。

　「二丁弔掛毎扇下根。寛厚與邊一同。以加基之法得長。」，

すなわち「木野掛」扇ごとに4本，寛さ・厚さは「邊棺」

と同じである。「畢」によって長さが求める7）。

　以上，木頂福（装修，巻41）の木割を模式化すると

〔図16〕のとおりとなる。

　まず，面澗・進深から貼梁長さが決まり（木割1次），

面当から貫頂楊長さ，進深から木頂門扇数が決まり（木

割1次），轡防高さから貼梁寛さ・厚さが決まる（木割1

次）。貼梁寛さ・厚さから邊抹寛さが決まり（木割2次），

邊抹寛さから邊抹厚さ・木野掛寛さが決まり（木割3次），

邊抹厚さから橘子寛さ・木弔掛厚さが決まる（木割4
次）。

4．『営造法式』と『工程倣法則例』の比較

　4－1．記述形式

　『営造法式』には「平棊」・「闘川藻井」・「小闘八藻井」

の3種類が記され，『工程倣法則例』には，「華華天花」・

「井口天花」・「海堤天花」・「木頂橘」の4種類が記され

ている。

　『営造法式』の天井に関しては，「巻第五・大木作制

度二」（躯体）「梁」の項に，天井を受ける梁材「平野方」・

「墜槽方」が記され，その他はすべて「巻第八・小木作

制度三」に記されている。これに対し，『工程倣法則例』

では，「大木」に収録された各建物ごとに，それぞれの

天井形式について基本的な架構部材である「天花防」・

「天花梁」などから各部材が遂一記されている。

　『営造法式』では，天井全体の構造および各部材の関

係・天井の応用範囲なども記されているが，『工程倣法

則例』では，これらが省略されている。

　4－2．木割特性

　〔図1〕と〔図11〕との比較すると，『営造法式』の

「平門」と『工程倣法則例』の「井口天花」とは，形状

がよく似ていることがわかる。

　さらに組部を見ると，『営造法式』の「貼」は『工程

倣法則例』の「単枝條」または「連二枝條」に相当し，

「難子」は「貼梁」に相当し，「背版」は「天花板」に相

当し，「福」は「帽児梁」に相当することがわかる。た

だし，『営造法式』の「程」は『工程倣法則例』には相

当する部材が認めない。

　そして，それらの木割をみると，『営造法式』では，

「程」長さから「貼」長さが決まるのに対し，『工程倣法

則例』では，天花板見方から「単枝條」・「一二門門」長

さが決まる。

　また『営造法式』では，「難子」厚さは実寸法で記さ

れ，長さに関する記述はないが，工程倣法則例』では，

面潤から「貼梁」長さが決まり，管紡高さから「貼梁」

高さ・厚さが決まる。

　『営造法式』では，桁行柱問寸法から「背版」長さ，

垂木間から広さが決まり，厚さは実寸法で記されている。

一方，『工程倣法則例』では，面潤から天花板個数，進

深から天花板見方が決まる。

　さらに，〔図2〕と〔図12〕との比較すると，『営造法

式』「平棊」の木割は，1次から3次まで非常に簡単で，

その他はほとんどの部材寸法が実寸法で記されているの

に対して，『工程倣法則例』「井口天花」の木割は，1次

から6次まで，非常に体系的に組織されている。

　また，『営造法式』の「小闘八藻井」は「闘八藻井」
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の「方井」を省略した形式である。「闘八藻井」も「小

闘八藻井」も清代建築遺構において確認できるが，『工

程倣法則例』にはこれらの天井形式に関する記述はなく，

「大木」の殿堂（巻1～3）には「藻井天花」が記され

るに過ぎない。

5．結論

　以上，『営造法式』・『工程倣法則例』における「天花」

の設計技法を詳細に分析した結果，次のことが明らかと

なった。

1）特定建築形式を想定しない『営造法式』では，天井

　　形式別に，全体の構造，各部材の寸法計画，各形式

　　の応用範囲が記されている。これに対し，主要建築

　　形式を想定し，具体的・完結的に設計技法が記載さ

　　れる『工程倣法則例』では，建築形式別に，相応し

　　た天井形式を想定し，各部材の寸法計画が記されて

　　いる。

2）『営造法式』「平面」と『工程倣法則例』「井口天花」

　　とは形状がよく似ているが，前者の木割は1次から

　　3次まで非常に簡単であるのに対し，後者の木割は

　　1次から6次まで極めて体系的に組織されている。

3）『営造法式』の「二八藻井」・「小闘詩面子」は，清

　　代建築遺構においても確認できるが，『工程倣法則

　　例』にはこれらの天井形式は記されておらず，最も

　　各の高い殿堂建築においても，より一般的な「島井

　　天花」を記すのみである。装飾的要素の強い「闘八

　　候爵」・「漏斗八藻井」は，木割による表現が困難で

　　あるため，木割による寸法体系を徹底しようとした

　　『工程倣法則例』では，省略したものと考えられる。

　本研究は，平成12年度～13年度科学研究費補助金（特

別研究員奨励費）課題番号00080による研究の一部であ

る。

注

1）北京図書館・東京大学東洋文化研究所藏他

2）察軍・麓和善・平野滝雄・張健・内藤昌：「中国古

　典建築書『工程倣法則例』の構成」（日本建築学会

　計画系論文集　第520号　1999年所収）

3）竹島卓一著『営造法式の研究一～三』1972年　中央

　公論美術出版社刊。『営造法式』全文を日本語に翻

　訳し，設計技法から積算まで体系的に研究している。

4）故宮博物院古建部（王壁文）主編『工程倣法則例』

　1995年　中国建築工業出版社刊。北京故宮の修理の

　ために編纂されたもので，研究編としての「序説」

　と資料編としての「本文及注釈」・「図版」からなる。

　「序説」では『工程倣法則例』の設計技法の要点を

　まとめ，『営造法式』・『営造算例』と比較している。

　「本文及注釈」では『工程倣法則例』全文を現代中

　国語に翻訳し，適宜面面を補足している。膨大な史

　料の全文を翻訳した労作である点は高く評価できる。

　なお，これに先行するものとして「清工部『工程倣

　法則例』」（『古義純林技術』　1983～1986年越所収）

　があるが，翻訳のみにとどまっている。

5）馬二心著：『中国古建築木作営造技術』中華民国82

　年　博遠出版有限公司刊。清朝の建築設計・施工技

　法に関して，その構造・部材の加工・造作の細部意

　匠・修繕にいたるまで，木造に関するあらゆる技術

　が詳細に著されている。

6）楼歯面著：『中国宮殿建築』1994年　芸術家出版社

　刊。北京紫禁城と沈陽故宮の歴史・変遷・設計技法

　について詳細に論じている。

7）察軍・麓和善・平野滝雄・張健・内藤昌：『工程倣

　法則例』におけるく斗口調〉木割の設計技法（日本

　建築学会計画系論文集　第527号　2000年1月所収）

　参照。



名古屋工業大学紀要　第53巻（2001）185『営造法式』・『工程傲法則例』における「天花」（天井）の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設計技法について察　　　軍・麓　　和善　　　　　社会開発工学科　　　（2001年8月24日受理）Design　Technique　of　7‘αη∴研πα（Ceiling）between　Yεη．g　Zα017αS玩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　andGoηgCんθ7τgZ拐017αZθL‘θ　　Jun　CAI　and　Kazuyoshi　FUMOTODεραr‘mθη‘q／Arc櫨θc伽e＆αuεZ．翫9‘ηθθr‘η9　　　　　　　　（Received　August　24，2001）　　　yεηgZαo　FαSん‘and　Goπg　Cんεπg　Zαo　FαZθ五εθare　of　the　greatest　imbortance　among　theChinese　classical　architectural　books．　Of　the　thirty−four　chapters　in　yεπg　Zαo　FαS痂，　fifteenare　devoted　to　rules　governing　the．design　of　foundations，　fortifications，　stone　masonry　and　or−namental　carving，　major　carpentry（structural　framing，　columns，　beams，　lintels，　etc．），　andminor　carpentry（doors，　windows，　partitions，　screens，　ceilings，　and　shrines）etc．　The　designtechnique　of　three　kinds　of　ceiling（p厩8ノ‘，（10αうαgαoノ‘πg，　andκεαo（∫oμわαgαoノ‘几8，）were　writ−ten　in　chapter　eight，“Minor　Carpentry，”of　ylπg　Zαo　FαS隔．　　　Of　the　seventy−four　chapters　inθoπ8（洗eπ8　Z膨。　FαZθLεε，　the　first　twenty−seven　chaptersprovide　rules　for　constructing　twenty−seven　kinds　of　buildings，　such　as（涜απ亡απ8，　Zoμ角πg，cんθπgZoμ，　etc．　The　next　thirteen　chapters　concern（10ωgoπ8（zπ・αcんθ‘sθ‘），and　chapter　forty−onedeals　with　joinery（doors，　windows，　and　one　kind　of　ceiling）．　The　design　technique　of　four　kindsof　ceiling（9αoノ‘π8‘‘απhμα，ノ‘π8ん。μ漉αηんαα，んα‘ητα1τ翻α1τ乃ωα，andηzz↓（泥7τ8　g召）were　writtenin　the　first　twenty−seven　chapters　and　chapter　forty−one．　　　As　a　result，　yεπ8　Zαo　FαS痂covers　the　ceiling’s　form，　constitution，　design　technique，　andrange　of　application，　butσoπg（腕θπ8　Zαo　FαZθL‘θdeals　with　the　design　technique　of　ceilingsin　relation　to　the屠ωαr‘（a　system　of　the　decision　of　measurement　of．building’parts　from　amodel　in　Japanese　classical　architecture）of　the　twenty−seven　kinds　of　buildings．　　　Thepεπ9ノεin｝zεπg　Zαo　FαS玩was　similar　toノ‘π8ん。磁εαπ勧αin　Goπ9（】舵π8・Zμo　FαZθL‘θ，but　theんεωαr‘and　the　name　of　the　details　of　parts　and　members　were　different．　In　y‘π8　Zαo　FαSんε，the観ωαr‘was　described　from　the　dimensions　of　the　ceilings，　and　the　degree　of　theんεωαr‘was　short．　Inσoπg（乃θπg　Zμo、FαZθ、配θ，　the屠ωαrεwas　described　from　the　modules　of　thebuilding’s　design，　and　the　degree　of　theん‘ωαr‘was　long　and　thoroughgoing．　　　The（10μわα2αoノ加8　andκεαo〔10α6αzαoノ‘ηg　in　y加8　Zαo　FαS砺can　be　seen　in　the　old　build−ings　of　the　Qing　dynasty．　The　2αoノ‘π9翻απ勧αwas　similar　to　those　in　Goπ9（洗θπg　zωo　Fαzθ五‘θ，but　in　that　period　many　ornaments　were　omitted．1．はじめに　　『営造法式』と『工程倣法則例』1》は中国古典建築書中の双壁として，質と量とも極めて優れている。　　『営造法式』全34巻は，宋代崇寧2年（1103），李誠によって著された。冒頭に「序」，「看詳（注）」，「目録」があり，本文は「総釈・総例」（巻1・2），「制度」（設計技法，巻3〜15）・積算（巻16〜28）・図様（巻29〜34）に大別され，「制度」は，「壕塞（土作）」「石作」「大木作（斗棋・躯体）」「小木作」など13種の工種に分けられ186Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vol．53（2001）宋式平棊徹法幅0．25×0．35畔方宋十日法式巻斗小木作制度1護蔦一．一一一L．層一．．ｲ！背版厚0．06、在實物上有因背版過長乃用程隔裁者難日報曇日0．06貼廣α2＿二］「　程O．2×0．4zノ．1明ヰ伏デ程　　貼難子背版廣0．5尺　0比例尺1尺2尺足一架之廣　　為率ｬ背版毎段以長一丈四尺廣五尺五寸随背版四周之廣廣四寸厚二寸貼　長随程四周之内算程方「難子井貼華厚同貼り平秦方在傑背上其廣厚並随材長背版長随問廣随間廣毎架下平秦方一道比例尺1尺010尺〔図1〕『営造法式』「平棊」断面図・天井見上図（巻第八・小木作制度三）（楼慶西著：『中国宮殿建築』1994年　芸術家出版社刊）ている。　『営造法式』における「天花」（天井）の設計技法については，「巻第八・小木作制度三」に「平棊」・「闘八藻井」・「小闘八藻井」の3種が記されている。　一方，『工程倣法則例』全74巻20冊は，清代雍i正12年（1734），清朝の勅令で，管理工部事務・碩果親王允禮等によって編纂された。　本書の構成は，前半部の「倣法」（設計技法，巻1〜47）と，後半部の積算（巻48〜74）に大別され，「倣法」は，「大木」（躯体，巻1〜27）・「斗科」（斗棋，巻28〜40）・「装修」（造作，巻41）・基礎（巻42〜47）からなる。さらに「大木」は，1巻につき1種類，計27種の建築からなり，建築形式によって，．殿堂・楼房・韓角（矩折堂）・（庁堂）・川堂・城楼（正楼・韓角楼・箭楼・間楼）・倉庫・垂花門・亭・小式に分類され，各種規模・屋根形式・斗棋形式を網羅するように対象建築が設定されている2）。　『工程倣法則例』における「天花」の設計技法については，「大木」殿堂（巻1〜3）の．（藻井天花），庁堂（巻7）の（井口天花），正楼（巻14）の「海埋天花」および「装修」（巻41）の「木頂橘」，以上4種が記されている。　これら両書における「天花」の設計技法に関する従来の研究をみると，『営造法式』に関する体系的研究である竹島卓一著『営造法式の研究』3）では，天花に関する詳細な翻訳や説明はあるものの，木割の設計技法については考察されていない。また，『工程倣法則例』に関しては，故宮博物院古建部（王壁文他）編『工程倣法注釈』4）において，「木頂槁」については考察しているものの，他の種類の天花については翻訳文を掲載するのみである。また，清朝建築設計技法を詳細に論じた馬柄堅著『中国古建築木作営造技術』5），あるいは楼慶西著『中国宮殿建築』6）において，遺構を中心に各種の天花が収録されているが，『営造法式』・『工程倣法則例』の天花の設計技法を論じたものではない。　本稿は，『営造法式』・『工程倣法則例』に記された天花の設計技法を，木割による組織的な寸法体系という視点から比較することによって，それらの設計技法の特質を明らかにするものである。2．『営造法式』　2−1．「平棊」　記述方法は，まず平棊の構造と「盤毬」・「闘八」・「畳勝」・「碩子」など13種の天井板文様の名称が述べられている。そして，「其名件廣厚若間架錐長廣更不加減（後略）」，すなわち各部材の広さ・厚さは柱間や垂木間の長さによって変ることはないとある。次に各部材「背版」（天花板）・「程」・「貼」・「難子」・「貼華」・「護縫」・「福」（帽児梁）の木割が記されている〔図1〕。　「背版長随問廣其廣随材合縫計数令足一架之廣厚六分」，すなわち「背版」長さは桁行柱間（面潤）に随い，広さは材に随い，矧ぎあわせて「架」（垂木間）の広さとし，厚さは6分とする。名古屋工業大学紀要　第53巻（2001）187　「程上背版四周之廣其廣四寸厚二寸」，すなわち「程」長さは背版四周の広さに随い，広さは4寸，厚さは2寸とする。　「貼長随時四周之内其廣二寸厚同背版」，すなわち「貼」長さは「程」の四周の内に随い，広さは2寸とし，厚さは「背版」と同じである。　「難子井智北厚同巧毎方一尺用華子十六枚」，すなわち「甲子」・「厚子」の厚さは「貼」と同じで，方1尺につき「華子」16枚を用いる。　「（前略）護縫廣二寸厚六分野廣三寸五分厚二寸五分長皆随其所用」，すなわち「護縫」広さは2寸，厚さは6分とし，「福」（帽児梁）広さは3寸5分，厚さは2寸5分とする。長さは用いるところに随う。　以上，平棊の木割を模式化をすると〔図2〕のとおりとなる。　　　　　　　　　木割1次　　　　　木割2次　　木割3次鎌間　ll灘］旧×懸X1貼長背版・捏・貼・難子・貼華厚＝6分捏広；4寸貼広：2寸二二広：2寸護縫厚：6分福広：3寸5分福厚：2寸5分　　　　〔図2〕『営造法式』「下下」木割組成図　　　　　　　　（巻第八・小木作制度三）　桁行柱間から「背版」長さ，垂木問から「背版」広さが決まり（木割1次），「旧版」長さ・広さから「程」長さが決まり（木割2次），「程」長さから「貼」長さが決まる（木割3次）。他の部材寸法はすべて実寸法で示されている。　2−2．　「屋男ノ＼丁丁」　平門藻井は，殿内照壁屏風の前か，あるいは殿身内前門の前の「平棊」（井口天花）の内に施すと記されており，たとえば北京故宮中和殿のような最高の天井である〔図3〕。　下段から順に「方井」・「八角井」・「二八」の3段で構成され，木割の記述方法は，まず千古藻井全体の高さが実寸法で記され，次に各部分「方井」・「八角井」・「闘八」の平面および高さが実寸法で記されている〔図4〕。そして，「町名件轡師皆以毎尺之径積而為法」，すなわち各部材の広さ・厚さは，方井・八角井・闘八それぞれの径1尺に対して（一定の数値）を乗じると記されている。次に方井・八角井・闘魂の位置・構造が説明され，それぞれの各部材の木割が記され，最後に藻井天花の応用範囲が指定されている。　2−2−1．「方井」　次に各部材の木割をみると，「方井」に関しては，「科槽版」・「昂騰版」の木割が記されている。　「科槽版」は，「料槽版長随方面之廣毎面廣一尺則廣〔図3〕北京故宮中和殿藻井天花（撮影　麓和善）一寸七分厚二分五厘」，すなわち長さは「方面」の広さ（方井の一辺の長さ）に随い，広さは〔方面広さ×0．17〕をもって定め，厚さは〔方面広さ×0．025〕をもって定める。　「墜厘版」は，「塵慶鞍懸厚編上灘廣一寸五分」，すなわち長さ・厚さは「欝欝版」と同じで，広さは〔方面広さ×0．15〕である。　2−2−2．「八角井」　「八角井」に関しては，「随辮方」・「料槽版」・「墜厘版」の木割が記されている。　「騒騒方毎直径一尺則長四寸廣四分厚三分」，すなわち「随辮方」は〔八角形の直径×0．4〕をもって長さ，〔八角形の直径×0．04〕をもって広さ，〔八角形の直径×0．03〕をもって厚さと定める。　「科槽版長随綴織二寸厚二分五厘」，すなわち「科槽版」長さは「辮」（八角形の一辺の長さ）に随い，〔辮×0．2〕をもって広さ，〔辮×0．025〕をもって厚さと定める。　「歴厘版長随辮斜廣二寸五分厚二分七厘」，すなわち「墜厘版」長さは「辮」に随い，〔辮×0。25〕をもって斜廣（斜面の広さ），〔辮×0．027〕をもって厚さと定める。　2−2−3．　「闘八」　「闘八」に関しては，「陽馬」・「随蘭方」・「背甲」・「貼」・「難子」の木割が記されている。188Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　TechnQlogy　Vol．53（2001）　　宋式閾八駒井徹法v替造法式巻八小木作制度朗八藻井@　　　　　　　　　　　　　　　　　明鏡@　　　　　　　方井目裡％．曹一八角井半陽馬長2．94@曲廣0．63@　厚0．21i　　トー八’背版随辮煎05×21厘皮版@．172×1．6l槽版@。16×1．28助装�１92×256ﾐ度版2XL76角蝉髪1’，「F斗槽版、■　　．・1蔦1．5寸郎o一0，5尺　　　　　　比例尺0　　　　　1　　　　　　　2　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　，算程方｝熱程中　　　　　　　　　　　　　　　　　線〔図4〕『営造法式』「闘八藻井」断面図・天井見上図（巻第八・小木作制度三）　　　　　（楼慶西著：『中国宮殿建築』1994年　芸術家出版社刊）　　「陽馬毎闘八径一尺則長七寸曲廣一寸五分厚五分」，すなわち「陽馬」は〔闘八径×0．7〕をもって長さ，〔闘八径×0．15〕をもって曲廣（曲面の広さ）と定め，〔闘八径×0．05〕をもって厚さと定める。　　「随辮方長随毎辮之廣其廣五分厚二分五厘」，すなわち「随辮方」長さは辮の広さに随い，〔辮広さ×0．05〕をもって広さ，〔辮広さ×0．025〕をもって厚さと定める。　「背版長視辮高廣随陽馬之内其用貼井難子並準平棊之法」，すなわち「背版」長さは「辮」高さを視る。広さは陽馬の内に随い，その「貼」・「難子」の木割は「平棊」の法に準じると記されている。　以上，闘八藻井の木割を模式化をすると〔図5〕のとおりとなる。　まず，方井では，方面広さから科槽版長さ・広さ・厚さおよび墜厘版広さが決まり（木割1次），科槽版長さから墜厘版長さが決まり（木割2次），科槽版厚さから歴慶版厚さが決まる（木割2次）。八角井では，八角井の直径から随辮方長さ・広さ・厚さが決まり（木割1次），辮から科槽版および歴厘版長さ・広さ・厚さが決まる（木割1次）。闘八では，闘八径から陽馬長さ・広さ・厚さが決まり（木割1次），辮広から随辮方長さ・広さ・厚さが決まり（木割1次），辮高さから背版高さが決ま木割1次木割2次方面広さ（方井の一辺の長さ）八角形の直径『一d（八角形の一辺の長さ）闘八径一一一d辮広（闘八の一辺の長さ）辮高　　　　　　　方　　　　　井　　　　　　x1　閉桝槽版長　　　　×1　閉墜慶版長　　　　　　×D．17　閲科槽版広　　　　　　×D，025　閲桝槽版厚一x1　閻墜厘版厚　　　　　　xO，15　閲歴厘版広　　　　　　　ノー＼　　　　　角　　　　　　×D，4　囚随辮方長　　　　　　×0，04　囚随辮方広　　　　　　×O．03　囚随辮方厚　　　　　　×1　囚科槽版長　　　　　　×O．2　囚科槽版広　　　　　　×D，025　囚桝槽版厚　　　　　　×1　囚堅厘版長　　　　　　×D．25　囚堅慶版斜広　　　　　　xO、027　囚厘i厘版厚　　　　　　　　降男　　　　　ノ＼　　　　　　×o、7　陽馬長　　　　　　xO．15　陽馬曲広一×1　背版広　　　　　　×o．05　陽馬厚　　　　　　×1　団随辮方長　　　　　　×0．D5　闘随辮方広　　　　　　×0，025　圃随辮方厚　　　　　　×1　背版高（闘八の一辺の高さ）　　　　〔図5〕『営造法式』「闘八藻井」木割組成図　　　　　　　　（巻第八・小木作制度三）り（木割1次），陽馬広さから背版広さが決まる（木割2次）。　2−3．「小闘八藻井」　殿堂の副階（吹放し）に施す天井であると記されている。名古屋工業大学紀要　第53巻（2001）189木割1次木割2次4」σσ〔図6〕『営造法式』「小闘八藻井」断面図・天井見上図　　　　（巻第八・小木作制度三）（竹島卓一著：『営造法式の　　　研究二』昭和47年　中央公論美術出版刊）　小者八藻井は，「八角井」と「闘八」からなっている〔図6〕。記述方法は，闘八藻井とほぼ同様であるが，闘八の位置・構造が省略されている。　2−3−1．「八角井」　「八角井」に関しては，「科罰版」・「普拍方」の木割が記されている。　「科始点毎径一尺語長九寸総高一尺則廣六寸」，すなわち「料槽版」は〔八角井径×0．9〕をもって長さ，〔小闘八藻井高×0．6〕をもって広さと定める。　「普拍方長同上毎高一四則方三分」，すなわち「普拍方」長さは「二上版」と同じで，〔三鼎八藻井高×0．03〕をもって広さ・厚さと定める。　2−3−2．　「闘八」　「闘八」に関しては，「随辮方」・「陽馬」・「背版」・「貼」・「難論」の木割が記されている。　「随辮方毎径一尺則長四寸五分毎高一尺則廣八分厚五分」，すなわち「随辮方」は〔闘八三×0．45〕をもって長さ，〔小闘八藻井高×0．08〕をもって広さ，〔小闘八藻井高×0．05〕をもって厚さと定める。　「陽馬毎径一尺則長五寸毎高一尺則曲廣一寸五分厚七分」，すなわち「陽馬」は〔八角井径×0．5〕をもって長さ，〔小胆八藻井高×0．15〕をもって曲廣（曲面の広さ）と定め，〔小闘八藻井高×0．07〕をもって厚さと定める。　「横撃蔑視辮高廣随陽馬之内其用貼井難字並準殿内闘八藻井三法」，すなわち「背版」は「闘八」の高さをもって長さ，「陽馬」の広さをもって広さと定め，「貼」・「難子」の木割は殿内闘八藻井の法に従うと記されている。　　　　　　　　　　　ノ’＼角井八角井径　　　　　　　xo，9　桝槽版長一普拍方長小田八藻井高一T　xG．6　科槽版広　　　　　　　　　　　　　普拍方広・厚　　　　　　　　一×o，　　　　　　　　　　　03　　　　　　　　　　　屋罰ノ＼聞八径　　　　　　　　　×0．45　随辮方長小闘八藻琴高一一一TXO．08　随辮方広　　　　　　　　E≡i；鰯簿一・1背版広八角井径　　　　　　　　×0，5　陽馬長闘八高　　　　　　　　x1　背版高　　〔図7〕『営造法式』「八議八藻井」木割組成図　　　　　　　（巻第八・小木作制度三）老倦桁V簾塾板、ｵ重彷V花塾板V花杭柴架梁1渠架随梁彷　天花梁　　1金　　　　4＿＿＿＿墨＿＿＿＿⊥　　　　　　　　　　33．00尺〔図8〕『工程倣法則例』「藻井天花」断面図・天井見上図　　　　　　　　（殿堂，巻1〜3）　以上，小間八藻井の木割を模式化すると〔図7〕のとおりとなる。　まず，八角井では，八角井井から井井版長さが決まり（木割1次），小闘八藻井高から科槽版広さおよび普拍方広さ・厚さが決まり（木割1次），料槽版長さから普拍方寸さが決まる（木割2次）。二八では，闘八径から随辮方長さが決まり（木割1次），小闘八藻井高さから随辮方および陽馬広さ・厚さが決まり（木割1次），八角井径から陽馬長さが決まり（木割1次），闘八高さから背版高さが決まり（木割1次），陽馬主さから背版広さが決まる（木割2次）。3．『工程倣法則例』　3−1．（藻井天花）　原典には天井形式名は記されていないが，天井の下には組物があり，清代建築のこのような天井形式を一般的に藻井天花と称している。　殿堂（巻1〜3）の軸部と小屋組に関する記載の間に，藻井天花に関する基本的な架構としての「天花二二」・「天花彷」・「天花梁」の木割が記されている〔図8〕。190Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　VoL　53（2001）木割1次木割2次木割3次木割4次墨架斗口：囲（斗の肘木含み幅）一老屡彷高一挑同一高　天花塾声高囲×11　｝賛：匪蜀　　（斗棋間隔）囲×1老讐塾板厚騒7（6Z町コ灘南二鷲1長囲×4小額彷高　　　（千貫）囲×6〔図9〕臨月径（側柱）『工程倣法則例』「藻井天花」木割組成図（殿堂，巻1〜3）［圃×12　　進深一×1　天花上長　　　（梁間柱間）　　　　　（天井梁）天花塾板厚＋2寸　天花目高　　　　一2寸　天花彷厚　　（天井縁）　　　　　　　　　（天井縁）＋2寸金柱径　　　　＋2寸天花梁瀬　　（入側柱）　　　　　　　　（天井梁）　（天井縁）一2寸天花梁厚　　（天井梁）綴灘〔図10〕北京故宮交泰殿井口天花（撮影，麓和善）　各巻とも「凡天花懸板以懸架定高」，すなわち「天花塾板」は「懸架」（老懸塾板上端から雛尖梁下端までの垂直距離）をもって高さを定めるとある。引き続き巻1では「如懸架高参尺捌寸朶分内灘老籍離離高議尺雛尖梁高武尺壼寸武分得天花塾板浄高渠寸伍分長厚輿老籍塾板同」，すなわち羅架高さ3尺8寸7分のとき，これから「老籍彷」（頭貫）高さ1尺と「挑尖梁」高さ2尺1寸2分を除いて，「天花塾板」高さ7寸5分を得る。長さ・厚さは「老籍塾板」と同じとある。巻2・3も実寸法は異なるが，同様の木割である。　次に「凡天花紡之長輿老管栃同以小額彷之高加武寸寸高（中略，実寸法）以本身高収武寸定厚（後略，実寸法）」，すなわち「天花栃」（天井縁）長さは老管彷と同じであり，〔小額彷高＋2寸〕をもって高さと定め，〔高一2寸〕をもって厚さと定めるとある。　「凡天花梁以進深除廊定長（中略，実寸法と柄長さ）以金柱径加式議定高（中略，実寸法）以本身高収武寸定厚（後略，実寸法）」，すなわち「天花梁」（天井梁）は進深から懸子を除いて長さと定める。そして，〔金柱径＋2寸〕をもって高さと定め，〔高一2寸〕をもって厚さと定めるとある。　以上，藻井天花（殿堂，巻1〜3）の木割を模式化すると〔図9〕のとおりとなる。　まず小屋組の老翁塾板厚さから天花塾板厚さ，軸部の小額彷高さから天花栃高さが決まり（木割2次），そして平面の進深から天花雪面さ，軸部の金柱径から天花梁高さ，天花紡高さから天花紡厚さが決まり（木割3次），さらに，天花梁高さから天花梁厚さ，小屋組の老答塾板・老管腔の長さから天花塾板・天花栃の長さが決まる（木割4次）。　3−2．（井ロ天花）　原典には天井形式名は記されていないが，日本の格天名古屋工業大学紀要　第53巻（2001）191老鴛桁V蒼栃柴架梁’随梁彷≡ヨ．一天花杭　　　1煬^ノ同細越梁　　　　1熬天一花薄天花梁天花梁．＿　．　＿．　一一　一　，　一「　一，｝　L1彊讐1　一天花板@　　1単枝條1t勲金柱@　L’一’＝＝＝％�ニニ＿@　　進深貼梁　　　　　　　　　　21，00尺〔図11〕『工程倣法則例』「井口天花」断面図・天井見上図　　　　　　　　　（庁堂，巻7）井と同様の天井形式で，たとえば北京故宮交泰殿のような天井である〔図10〕。田代建築の天井形式として，一般的に井口天花と称している。　『工程倣法則例』の庁堂（巻7）では，軒の後に，井口天花に関する基本的な架構としての「天花梁」・「天花紡」の木割が記され，さらに詳細な部材「可児梁」・「貼梁」・「連二枝條」・「単枝骨」・「天花板」の木割も記されている〔図11〕。　「凡天花野以進深定長短（中略，実寸法）以柱径加試暫定高（中略，実寸法）厚按本身高唱武寸（後略，実寸法）」，すなわち「天花梁」（天井梁）は，進深をもって長さ，〔柱径＋2寸〕をもって高さ，〔高一2寸〕をもって厚さと定める。　「天花彷以面潤定長短（中略，実寸法）其高厚倶按管下寺町式寸」，すなわち「天花紡」（天井縁）は，面潤をもって長さと定め，〔答彷高・厚＋2寸〕をもって高さ・厚さと定める。　「凡一見糸面面恥定長短（中略）以枝條参分定径寸（後略）」，すなわち「帽児梁」は面潤をもって長さと定め，〔枝條×3〕をもって径と定める。　「凡羽隠長随面澗進寺内除害梁之厚各壼分戸籍彷高蜂分之壼定寛厚（後略，実寸法）」，すなわち「貼梁」は，面潤・進深から彷・梁の厚さをひいて長さ，〔管雲高×木割1次木割2次1／4〕をもって寛さ・厚さと定める。　「凡連武二四以天花板尺寸定長短如天花板子方壼尺捌寸藷粥参尺陸寸再緑井加天花板分位渠分得連試枝條通長参尺三寸騨分寛厚與貼梁同」，すなわち「連式枝條」は，「天花板」を基準寸法として〔天花板見方×2＋分位×2〕を長さと定め，寛さ・厚さは貼梁と同じとある。「分位」とは，部材実寸法より加算した寸法のことである。　「単枝條」は〔天花板見方＋分位〕をもって長さ．と定める。　「凡天歩板野面潤進深四四梁分位得井数之尺寸以枝條参分之壼定別置枝條厚武寸野分得厚増分」，すなわち「天花板」は面潤から天花板を引き，進深から天花梁を引いて格子の数を割り付け，〔枝二四×1／3〕をもって厚さと定める。　以上，井口天花（庁堂，巻7）の木割を模式化すると〔図12〕のとおりとなる。　面潤から天花彷長さ・帽児梁長さ・貼梁長さ・天花板個数，進深から天花予予さ，寺門長さ・天花板見方が決まる（木割1次）。天花板見方から連二枝條長さ・単枝條長さが決まり（木割2次），金柱径から天花梁高さ，籍紡高さから貼梁高さ・厚さが決まり（木割3次），天花梁高さから天花梁厚さ，貼梁寛さ・厚さから連二枝條寛さ・厚さが決まり（木割4次），連二枝條寛さ・厚さから単枝下寛さ・厚さが決まり（木割5次），単枝條寛さ・厚さから天花板厚さが決まる（木割6ケ日。　3−3．「海苔天花」　町回天花とは，板が直接「天花梁」・「天花紡」の上に貼られた天井形式である。　正楼（巻14）の中覆籍では，「天花梁」（天井梁）・「天花紡」（天井縁）・「貼梁」・天井板の木割が記されている〔図13〕。　「凡天花影以下深定平坪進深壼丈陸尺凸凹裏金柱径試尺骨寸引分得長期丈参尺騨寸参分（中略，柄長さ）以裏金柱径拾分之子牛厚拾分之捌定高（後略，実寸法）」，すなわち「天花梁」（天井梁）は〔伊深一裏金引引〕をもって長さ，〔裏金柱径×6／10〕をもって厚さ，〔裏金柱径×8／10〕をもって高さと定める。木割3次木割4次木割5次木割6次進深囲（梁間柱間寸法）1國x1天花梁長　　（天井梁）面浸潤（桁行柱間寸法）　國　　x1　貼梁長　　『天櫨×1／n天灘顯一［蟹蟹認識骸　　　（天井板）臼摩目算・厚一×1／3天花板厚〔図12〕『工程倣法則例』「井口天花」木割組成図（庁堂，巻7）192Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vol．53（2001）1．　天井板　　貼梁1天花栃?金柱天花梁i木弔掛　大輪▼悶悶Q柱邊　橘−1貼天花梁，　　『　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　＿金柱ﾔ栃　　天井板@　ノ\梁i興8話　　　　　　・．L馴　　　　　　　　　16，00尺　〔図13〕『工程倣法則例』「海漫天花」断面図・天井見上図　　　　　　　　　　（正楼，巻14）　「凡天花紡以面潤定長（中略，実寸法）内払柱心（中略，実寸法と柄長さ）高厚與天花梁同」，すなわち「天花彷」（天井縁）は〔面潤一柱径〕をもって長さ，高さ・厚さは天花梁と同じである。　「凡貼梁長三面潤進深内除彷梁之厚各半分以天花梁之高伍分之萱定寛（中略，実寸法）以本身之回収萱寸定厚（後略，実寸法）」，すなわち「貼梁」は，〔三二・進深一彷・梁×1／2〕をもって長さ，〔天花梁高×1／5〕をもって寛さ，〔寛一1寸〕をもって厚さと定める。　「凡海漫天花株間按面潤進深除彷梁各半分得長寛如面潤武丈騨尺内除天花梁之厚萱尺伍寸難分得長試丈比尺騨寸陸三三進深除廊子壼丈陸尺内除天花彷之厚壼尺伍寸難分得長萱量見尺騨寸陸分以貼梁之厚参分之萱定厚（後略，実寸法）」，すなわち「海漫天花」の間ごとに〔面潤一天花梁厚〕をもって天井板の長さ，〔進深一天花紡厚〕をもって同寛さ，〔貼梁厚×1／3〕をもって同厚さと定め木割1次木割2次讐栃屡柱大難櫨子邊抹垂〔図15〕『工程倣法則例』「木耳橘」断面図・天井見上図　　　　　　　　（装修，巻41）る。　以上，海埋天花（正気，巻14）の木割を模式化すると〔図14〕のとおりとなる。　面面から天花栃・貼面長さ・天井板長さが決まり（木割3次），上管内深から天花梁長さ・貼応長さ・天井板面さが決まる（木割3次）。裏金柱径から天花梁厚さが決まり（木割4次），天花防長さから貼梁寛さが決まる（木割4次）。天花梁厚さから天花彷厚さが決まり（木割5次），貼梁寛さから厚さが決まり（木割5次），下梁厚さから天井板厚さが決まる（木割6次）。　3−4．「木上桶」　木頂槁とは，日本の襖のように木で下地の骨組を作り，その上に紙や布を張る天井形式である。　装修（巻41）には，柱間装置の後に，木頂槁に関する「貼梁」・「木頂槁」・「邊抹」・「揺子」・「木弔掛」の木割が記されている〔図15〕。　「凡木曾槁週上之貼二二二面二進深内除紡梁月白各半分以籍彷之高騨分之萱定寛厚（後略）」，すなわち「木頂木割3次木割4次木割5次木割6次城播頂厚一2廊深城門試問斗口囲（斗の肘木含み幅）進深囲（梁間柱問寸法）一山次間深×2＋3尺x2明間面澗　（中央間桁行柱間）囲×12　｝賛　國　　　國×3　　（二二間隔）　　　（脇［ヨ］×4　　　　　　次・梢間面潤　　　　　　・隅問桁行柱間）下慧柱径一＋2寸　外金柱径〔図14〕園x1天花梁長　　（天井梁）隠美講長海翫帳x1　天花彷長　　　　　×1／5貼梁寛一一1寸　貼梁厚一x1／3海漫天花厚　　（天井縁）　　　　　　　　　　　　　　x6／10天花梁厚一x1　天花彷厚　　　　　　　　　　　　　　　　（天井梁｝　　　　（天井縁）『工程倣法則例』「海鰻天花」木割組成図（正楼，巻14）×1　貼梁長一天花梁厚　海漫天花寛＋2寸裏金柱名古屋工業大学紀要　第53巻（2001）193木割1次木割2次木割3次木割4次面潤．圏（桁行柱間寸法）圏一彷厚〉×1／2　貼梁長身一大柁厚　木頂福長進深。圏（梁間柱間寸法）懲栃高圏一梁厚）×1／2貼梁長圏一八彷厚　木画福寛嚇梁寛●厚『融顯ﾎ響薦π＝r瀞組子・　〔図16〕『工程倣法則例』「木頂福」木割組成図（装修，巻41）橘週園之貼梁」は〔面潤（進深）一物（梁）厚×1／2〕をもって長さ，〔籍紡高×1／4〕をもって寛さ・厚さと定める。　「凡木頂槁骨面二進下定長短丁数野面潤萱門武尺内除三二之厚壼尺参寸半分浄長野丈陸寸引分如進深試丈下町内除籍栃之厚柴寸壼分浄寛試丈武寸玖分」，すなわち「木頂桶」は〔面潤一大回厚〕をもって長さ，〔進深一管彷厚〕をもって寛さと定める。　「凡二野以門門之寛拾分之捌定寛（中略）厚按本身之寛拾分之捌肥厚（後略）」，すなわち「邊抹」は〔貼梁寛×8／10〕をもって寛さ，〔寛×8／10〕をもって厚さと定める。　「凡揺子以邊樒之厚拾分之平定看面。（中略）進野里二野同。」，すなわち「橿子」（格子の組子）は〔邊肥厚×5／10〕をもって〔看面〕と定め，進深は「邊棺」と同じである。　「二丁弔掛毎扇下根。寛厚與邊一同。以加基之法得長。」，すなわち「木野掛」扇ごとに4本，寛さ・厚さは「邊棺」と同じである。「畢」によって長さが求める7）。　以上，木頂福（装修，巻41）の木割を模式化すると〔図16〕のとおりとなる。　まず，面澗・進深から貼梁長さが決まり（木割1次），面当から貫頂楊長さ，進深から木頂門扇数が決まり（木割1次），轡防高さから貼梁寛さ・厚さが決まる（木割1次）。貼梁寛さ・厚さから邊抹寛さが決まり（木割2次），邊抹寛さから邊抹厚さ・木野掛寛さが決まり（木割3次），邊抹厚さから橘子寛さ・木弔掛厚さが決まる（木割4次）。4．『営造法式』と『工程倣法則例』の比較　4−1．記述形式　『営造法式』には「平棊」・「闘川藻井」・「小闘八藻井」の3種類が記され，『工程倣法則例』には，「華華天花」・「井口天花」・「海堤天花」・「木頂橘」の4種類が記されている。　『営造法式』の天井に関しては，「巻第五・大木作制度二」（躯体）「梁」の項に，天井を受ける梁材「平野方」・「墜槽方」が記され，その他はすべて「巻第八・小木作制度三」に記されている。これに対し，『工程倣法則例』では，「大木」に収録された各建物ごとに，それぞれの天井形式について基本的な架構部材である「天花防」・「天花梁」などから各部材が遂一記されている。　『営造法式』では，天井全体の構造および各部材の関係・天井の応用範囲なども記されているが，『工程倣法則例』では，これらが省略されている。　4−2．木割特性　〔図1〕と〔図11〕との比較すると，『営造法式』の「平門」と『工程倣法則例』の「井口天花」とは，形状がよく似ていることがわかる。　さらに組部を見ると，『営造法式』の「貼」は『工程倣法則例』の「単枝條」または「連二枝條」に相当し，「難子」は「貼梁」に相当し，「背版」は「天花板」に相当し，「福」は「帽児梁」に相当することがわかる。ただし，『営造法式』の「程」は『工程倣法則例』には相当する部材が認めない。　そして，それらの木割をみると，『営造法式』では，「程」長さから「貼」長さが決まるのに対し，『工程倣法則例』では，天花板見方から「単枝條」・「一二門門」長さが決まる。　また『営造法式』では，「難子」厚さは実寸法で記され，長さに関する記述はないが，工程倣法則例』では，面潤から「貼梁」長さが決まり，管紡高さから「貼梁」高さ・厚さが決まる。　『営造法式』では，桁行柱問寸法から「背版」長さ，垂木間から広さが決まり，厚さは実寸法で記されている。一方，『工程倣法則例』では，面潤から天花板個数，進深から天花板見方が決まる。　さらに，〔図2〕と〔図12〕との比較すると，『営造法式』「平棊」の木割は，1次から3次まで非常に簡単で，その他はほとんどの部材寸法が実寸法で記されているのに対して，『工程倣法則例』「井口天花」の木割は，1次から6次まで，非常に体系的に組織されている。　また，『営造法式』の「小闘八藻井」は「闘八藻井」194Bulletin　of　Nagoya　Institute　of　Technology　Vol．53（2001）の「方井」を省略した形式である。「闘八藻井」も「小闘八藻井」も清代建築遺構において確認できるが，『工程倣法則例』にはこれらの天井形式に関する記述はなく，「大木」の殿堂（巻1〜3）には「藻井天花」が記されるに過ぎない。5．結論　以上，『営造法式』・『工程倣法則例』における「天花」の設計技法を詳細に分析した結果，次のことが明らかとなった。1）特定建築形式を想定しない『営造法式』では，天井　　形式別に，全体の構造，各部材の寸法計画，各形式　　の応用範囲が記されている。これに対し，主要建築　　形式を想定し，具体的・完結的に設計技法が記載さ　　れる『工程倣法則例』では，建築形式別に，相応し　　た天井形式を想定し，各部材の寸法計画が記されて　　いる。2）『営造法式』「平面」と『工程倣法則例』「井口天花」　　とは形状がよく似ているが，前者の木割は1次から　　3次まで非常に簡単であるのに対し，後者の木割は　　1次から6次まで極めて体系的に組織されている。3）『営造法式』の「二八藻井」・「小闘詩面子」は，清　　代建築遺構においても確認できるが，『工程倣法則　　例』にはこれらの天井形式は記されておらず，最も　　各の高い殿堂建築においても，より一般的な「島井　　天花」を記すのみである。装飾的要素の強い「闘八　　候爵」・「漏斗八藻井」は，木割による表現が困難で　　あるため，木割による寸法体系を徹底しようとした　　『工程倣法則例』では，省略したものと考えられる。　本研究は，平成12年度〜13年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費）課題番号00080による研究の一部である。注1）北京図書館・東京大学東洋文化研究所藏他2）察軍・麓和善・平野滝雄・張健・内藤昌：「中国古　典建築書『工程倣法則例』の構成」（日本建築学会　計画系論文集　第520号　1999年所収）3）竹島卓一著『営造法式の研究一〜三』1972年　中央　公論美術出版社刊。『営造法式』全文を日本語に翻　訳し，設計技法から積算まで体系的に研究している。4）故宮博物院古建部（王壁文）主編『工程倣法則例』　1995年　中国建築工業出版社刊。北京故宮の修理の　ために編纂されたもので，研究編としての「序説」　と資料編としての「本文及注釈」・「図版」からなる。　「序説」では『工程倣法則例』の設計技法の要点を　まとめ，『営造法式』・『営造算例』と比較している。　「本文及注釈」では『工程倣法則例』全文を現代中　国語に翻訳し，適宜面面を補足している。膨大な史　料の全文を翻訳した労作である点は高く評価できる。　なお，これに先行するものとして「清工部『工程倣　法則例』」（『古義純林技術』　1983〜1986年越所収）　があるが，翻訳のみにとどまっている。5）馬二心著：『中国古建築木作営造技術』中華民国82　年　博遠出版有限公司刊。清朝の建築設計・施工技　法に関して，その構造・部材の加工・造作の細部意　匠・修繕にいたるまで，木造に関するあらゆる技術　が詳細に著されている。6）楼歯面著：『中国宮殿建築』1994年　芸術家出版社　刊。北京紫禁城と沈陽故宮の歴史・変遷・設計技法　について詳細に論じている。7）察軍・麓和善・平野滝雄・張健・内藤昌：『工程倣　法則例』におけるく斗口調〉木割の設計技法（日本　建築学会計画系論文集　第527号　2000年1月所収）　参照。

